
学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 提 出 者 片木 紘樹

論文審査委員

朝 日大学歯学教授  永原

朝 日大学歯学教授  倉知

朝日大学歯学教授  土井

央
　
和

國
　
正
　
豊

主
　
副
　
副

査

査

査

論 文 題 目
インプラン ト体スクリューソケットヘの異物混入によるカバースクリュ

ー緩め トルクの変化

論文内容の要旨

[目  的]
現在市販 されている歯科インプラン ト治療システムには大きく分けワンピース (1回法)と

ツーピースインプラン トシステム (2回法)と がある。メインテナンスの容易さを考えた場合 ,

ツーピースインプラン トシステムが選択されるが,その欠点として,イ ンプラン ト体とアバッ

トメン ト (上部構造)がスクリューにより固定されていることが挙げられる。この事で,連結

スクリューの着脱困難が起こることがある.これは,ス クリューの緩め トルクが何 らかの原因

により増大 し,ス クリューヘ ッドのヘックスソケットや手用 ドライバーの変形を起こしてしま

うことにより発生する .

今回,こ のスクリューの緩め トルクを上昇させる原因の 1つ として考えられる,イ ンプラン

ト体スクリューソケット内への異物の混入と緩め トルクの関連を探るべく実験を行つた。

[方 法 ]

1)カバースクリューとインプラン ト体の適合度,2)口 腔内を想定したカバースクリュー

の締め付 トルクの測定, 3)カバースクリューの締め付け トルクに対する緩め トルクの測定 ,

4)異物として 70μ mのアル ミナ顆粒,125μ mのカーボランダム顆粒 ,シ リコン印象材 ,

骨を混入 した時の,カ バースクリューの浮き上がりの観察と緩め トルクの測定,5)イ ヌ下顎

骨に埋入 したインプラン ト体のスクリューソケット内に,骨細片を異物として混入させた時の

緩め トルクの沢1定を行つた。

[結 果 ]

1)イ ンプラン ト体にカバースクリューを装着 した状態のとき,イ ンプラン ト体スクリュー

ソケットとカバースクリューのスレッドの間には,圧力側フランク間は,間隙がなく密着 して

おり,遊び側フランク間には,約 70μ mの間隙が存在 していた。 2)平均締め付け トルク
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は,8.20± 2.31N・ cm,締 め付け トルクの最低値は 4N・ cm,最 高値は 14N・

cm,男女,年齢による締め付け トルクの差は認められなかった。この結果,以降の実験には

カバースクリューの締め付け トルクを 15N・ cmで締め付けることとした。3)緩め トルク

は,常に,締め付け トルクより低い値を示 し,締め付け トルクの約 88%が 緩め トルクとなっ

た。4)緩め トルクは,異物なしと比較 して,70μ mのアル ミナ顆粒, 125μ mのカーボ

ランダム顆粒,シ リコン印象材の間では,有意差は認められなかったが,骨細片混入では有意

に大きな値を示 した。また,異物の混入によるカバースクリューの浮き上がりは認められなか

った。5)緩め トルクは,生理食塩水や血液,単独に比べ,骨細片を混入させたものは有意に

大きな値を示 した。除去後のカバースクリューに付着 していた骨細片は水洗することで用意に

除去することができた。また,すべての条件でインプラン ト体スクリューソケット内とカバー

スクリュー表面は湿潤状態であつた。

[考 察]
1)カ バースクリューとインプラン ト体の間にできた問隙に,異物が混入する可能性がある。

2)手用 ドライバーの持ち手の部分の直径や表面構造によつて,概ね適切な力以上加わらない

ようになっているように思われる。 3)アバットメン トスクリューを用いた Schulte,

」aarda,Haackら は,締め付け トルクの 80～ 90%が 緩め トルクになると報告 し

てお り,本実験とほぼ同様の結果であつた。4)回転を起こすまでの緩め トルクは,弾性の小

さいアル ミナ顆粒およびカーボランダム顆粒においては,緩め トルクが低下する傾向にあつた

ことから,これらの顆粒がスクリューとスレッドの間に介在することで,摩擦抵抗が減少 して

いることが推察された。逆に,弾性の大きい骨は,変形 し,ス クリューとスレッドの間に介在

していることで,摩擦抵抗が増 し緩め トルクを増大させることが推測された.5)実際の生体

内で,一次手術を行い免荷期間後に二次手術を行 う際にも,骨細片の混入により,緩め トルク

の増大が起こり得ることを実証 した。

[結 論 ]

骨細片のようなある程度の弾性 と硬度を持つた異物が混入することで,緩め トルクが締め付け

トルクに比べ高い値を示 し,カバースクリュー除去時にヘックスソケットや ドライバーの変形

を起こしてしまう可能性が示唆された。このため,メ ーカープロトコールに書かれていない場

合でも,イ ンプラン ト体埋入後、カバースクリュー装着時には,必ず内部の洗浄をし,異物の

除去を行 うことが必要である.
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